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－ 研究成果・効果 －

結晶育成における仕込み組成（液相組成）
によって，少数キャリア寿命が異なる．
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「実験と理論計算との融合によるリン化物半導体太陽電池の高効率化

に関する研究」
研究代表者 ：野瀬嘉太郎（京都大学大学院工学研究科）
共同研究対応教員：大場史康

－ 研究目的 －

当研究グループでは，これまでにユビキタス元素から構成されるリン化物半導体を用いた太陽電池に関する研究を遂行し，世界で
初めて発電に成功した。一方で，実用化にはさらなるエネルギー変換効率の向上が求められる。そこで本研究では，二元系，三元
系のリン化物半導体を用いた太陽電池に関してデバイスにおける各種ヘテロ接合界面に関する研究を遂行し，得られた界面構造
および物性と理論計算の結果とをつき合わせて高効率化への指針を得ることを目的とする。

Deep Level Transient Spectroscopy (DLTS)によって評

価したトラップ準位，捕獲断面積，および理論計算による
欠陥準位からSnのアンチサイトが主要欠陥と推定

Snアンチサイトの形成を抑制

する条件で結晶作製することで
太陽電池の性能が向上
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